

































































































































































































































































































（P) maxlog , ,..
,
＝ 1－θ , ＋ , － , .
上記最適化問題（P）に対応する当該期価値ハ
ミルトン関数を，以下のように構築する。
, , , ,
＝log , ＋ 1－θ ,









（2-15) ＝ ρ－ 1－θ ,










＝ 1－θ －ρ , .
定義2-1 都市における 期世代の家計の 期




（2-19) , ＝ 1－θ ,





（2-20) , exp－ 1－θ μ μ







＋ , exp－ 1－θ μ μ
＝
,
exp－ 1－θ μ μ
－ 1－θ ,
exp－ 1－θ μ μ
＋ , exp－ 1－θ μ μ
と計算することができる。いま， μ μ＝
μ とおくと，






























＝ , exp 1－θ μ
－ρ μ
が得られる。これにより，以下が導出される。
lim , exp－ 1－θ μ μ
＝ lim ,
＝ , lim ＝0.
（証明了)
定理2-3 期世代の家計の 期における製造
業製品の消費水準 , ，非人的資産 ,
及び人的資産 , との間に以下（2-23）が成
立する。





























資産 , ，人的資産 , 及び製造業製品




（2-24a) ＝ , ,
（2-24b) ＝ , ,









exp－ 1－θ μ μ
が得られるが，積分の順序を変えることにより，
＝ 1－θ ,



















































































位 で 測った 産 業 用 地 の 地 代 π ＝
π が家計の負担する利用転換費用に
等しくなることである。







































































































































（3-15) ＝ ＋ － 1－θ 1－
＋θ ＋ －ρ
－ ρ1＋ ≡Γ , , .
次に，（3-14）から（3-12）を辺々差し引くこと
により，
















が成立するから， ， 及び を，それぞれ定常
状態における ， 及び として，（3-
15），（3-16）及び（3-17）より，以下（3-18），
（3-19）及び（3-20）が成立する。
（3-18) ＋ － 1－θ 1－ ＋θ
＋ －ρ ＝ ρ1＋ ,
（3-19) 1－ ＝ ＋θ ＋ ,
（3-20) ＝θ1＋ ＋ ＋ .
上記のうち，（3-18）及び（3-19）より，以下（3-
21）が得られる。





















いて， ＞0， ＞0及び ＞0が存在するための
必要十分条件を示す。






























































































ただし，Γ，Γ 及びΓ は，Γ , ,






（3-30a) Γ＝ ＋ －ρ－θ ,
（3-30b) Γ＝－ ρ＋θ ,
（3-30c) Γ＝－ 1－θ 1－
－ ＋θ .
また，Λ，Λ 及びΛ は，Λ , , を










（3-31c) Λ＝－ 1－ － .
さらに，Ω，Ω 及びΩ は，Ω , ,





（3-32b) Ω＝θ 1＋ ,










































































ただし， , ,.., は，特性根μ,μ,μの固



















































































































































































ことができる。いま， μ μ＝ μとお
くと，
exp－ 1－θ μ μ＝
であるから， ≠0を考慮すると，（2-
16）は，以下（a-2）と同値である。
(a-2) lim , ＝0.
ここに，（2-15）より，




, ＝ 0 ,
しかるに， 0≠0であるから，（a-2）より，
以下がしたがう。
lim , ＝ 0
lim , ＝0.





(a-3) ′ ＝ β , β′












＝ρ 1－θ ＋ 1－θ
－ ＋ρ 1－θ ＋
－ 1－θ ＝ρ 1－θ






















































れ , , とおくと，以下のようになる。


























参 考 文 献
［1］ Arrow,K.J.［1962］,“The Economic
 
Implications of Learning by Doing,”
Review of Economic Studies 29,155-173.
［2］ Barro,R.J.［1990］,“Government Spend-
ing in a Simple Model of Endogenous
 




“Public Finance in Models of Economic
 
























Growth? And Who Gains and Loses
 




“Growth and Convergence in a Two-
Region Model of Unified Germany,”









of  Economics 95,607-625.
［10］ Futagami,K.and Shibata,A.［2000］,
“Growth Effects of Bubbles in an En-













































［23］ Romer, P.M.［1986］, “Increasing
奈良 卓:集積の経済と都市の成長
― 57―
Returns and Long-Run Growth,”Jour-





of Infitely-Lived Agents,”Journal  of
 
Public Economics 38,183-198.
八戸大学紀要 第36号
― 58―
